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に対し，護岸化されたエリアではごく少数しか確
認できなかった．高島市 B，E，F，G，H では，護
岸化された水路の水面に水生植物または陸生植物
が多く見られる部分があり，そのような場所では
多数が確認された．

ミズスマシ科の幼虫は蛹化する際に陸上で土
の繭を作ることが知られている （荒，1936；恒遠，
1936；竹田，2012 など）．本種の生息には，蛹化す
るために上陸できる環境や，蛹室作製に必要な土
壌が必須であり，このような環境に幼虫が移動で
きなければ護岸化された水路で個体群を維持する
ことは困難だと考えられる．護岸化された水路で
確認された個体群は他の場所から移動した個体ま
たは一部護岸化されていない場所で羽化した個体
が移動したものと推測される．今回筆者らが感じ
た印象としては，現時点では滋賀県産の個体群が
生存するのに護岸化の影響は大きくないものと推
測されたが，護岸化の規模が広がれば本種の生活
史に大きな影響を与える可能性がある．
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【訂正】「テンナンショウ属 2種（サトイモ科）
に訪花する甲虫類」の訂正

本誌 38 号に掲載した表題の松本・千田（2020）
に関して，著者を代表して次の通り訂正を行う．

［誤］  p. 4，リスト 1 中　ヒメヒラタゴミムシ
属の 1 種　Agonum sp.

［正］p. 4，リスト 1 中　Agonum sp.

Agonum 属についてこの和名を充てるのは適
当でないとのことで，筆者の不明を恥じるとと
もにお詫びしたい．

ご指摘をいただいた森田誠司氏に厚くお礼申
し上げる．
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図 3．護岸化された水路．


